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回次
第16期

第２四半期累計期間
第15期

会計期間
自2022年９月１日
至2023年２月28日

自2021年９月１日
至2022年８月31日

売上高 （千円） 958,025 1,777,101

経常利益 （千円） 59,849 114,738

四半期（当期）純利益 （千円） 38,087 81,850

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 99,495 99,495

発行済株式総数 （株） 1,411,650 282,330

純資産額 （千円） 307,212 269,124

総資産額 （千円） 879,869 864,374

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 26.98 57.98

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

１株当たり配当額 （円） － －

自己資本比率 （％） 34.9 31.1

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 48,032 89,199

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △46,280 △66,091

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △44,924 △89,132

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 201,052 244,226

回次
第16期

第２四半期会計期間

会計期間
自2022年12月１日
至2023年２月28日

１株当たり四半期純利益 （円） 11.96

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上

場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

３．当社は、第15期第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第15期第２四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

４．第16期第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の四半期財務諸表並びに第15期事業年度の財務諸表につ

いては、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第216条第６項の規定に基づき、仰星監査法人に

より四半期レビュー及び監査を受けております。

５．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。
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６．当社は、2022年７月14日開催の取締役会の決議に基づき、2022年９月１日付で普通株式１株につき５株の割

合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期

（当期）純利益を算定しております。

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告書

（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前第

２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行ってお

りません。

(1）財政状態の状況

（資産）

　当第２四半期会計期間末における資産合計は879,869千円となり、前事業年度末に比べ15,494千円増加しまし

た。その内容は、以下のとおりであります。

　当第２四半期会計期間末における流動資産は、697,654千円となり、前事業年度末に比べ4,500千円増加しまし

た。これは主に売掛金が16,316千円、貯蔵品が1,878千円、その他が17,726千円増加した一方、現金及び預金が

19,173千円、商品が12,487千円減少したことによるものであります。

　当第２四半期会計期間末における固定資産は、182,214千円となり、前事業年度末に比べ10,994千円増加しまし

た。これは主に無形固定資産が8,763千円増加したことによるものであります。

（負債）

　当第２四半期会計期間末における負債合計は572,657千円となり、前事業年度末に比べ22,593千円減少しまし

た。その内容は、以下のとおりであります。

　当第２四半期会計期間末における流動負債は、344,664千円となり、前事業年度末に比べ20,189千円増加しまし

た。これは主に買掛金が11,505千円、未払法人税等が4,832千円、１年内返済予定の長期借入金が2,856千円、賞与

引当金が1,872千円増加したことによるものであります。

　当第２四半期会計期間末における固定負債は、227,992千円となり、前事業年度末に比べ42,782千円減少しまし

た。これは主に資産除去債務が4,309千円増加した一方、長期借入金が35,742千円、社債が10,000千円減少したこ

とによるものであります。

（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産合計は、307,212千円となり、前事業年度末に比べ38,087千円増加しま

した。これは、四半期純利益38,087千円による利益剰余金の増加によるものであります。

(2）経営成績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、昨秋からの円安や資源価格等の高騰に伴い、サービス分野でも価

格の上昇が拡大していますが、新型コロナウイルス感染症に伴い縮小していたインバウンド需要や旅行、外食など

個人消費に回復の兆しがあり、経済活動の正常化が進むことで景気は緩やかに回復すると見込まれています。

　このような状況のもと、当社の強みでもあるクラウドPBX「INNOVERA」を中心に、様々なIP電話回線、移動通信

端末、ネット回線、固定端末をワンストップで提供することにより、お客様の電話環境のDX化の実現など、更なる

収益力の向上に取組み、2023年２月に「INNOVERA」AIオプションの第３弾として、音声通話からユーザーの感情を

分析できる「INNOVERA Emotion」をリリースいたしました。今後もお客様の利便性が向上するための新機能開発、

新しいビジネスフォンの用途の提案を行ってまいります。

　この結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、売上高958,025千円、営業利益62,586千円、経常利益59,849千

円、四半期純利益38,087千円となりました。

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ43,174

千円減少し、201,052千円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は48,032千円となりました。これは主に売上債権の増加額16,316千円、前渡金の

増加額9,591千円、法人税等の支払額16,262千円、未払消費税等の減少額2,645千円による資金の減少があったも

のの、税引前四半期純利益が59,849千円、減価償却費11,805千円、仕入債務の増加額11,505千円、棚卸資産の減

少額10,609千円等があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は46,280千円となりました。これは主に定期預金の預入による支出24,000千円、

無形固定資産の取得による支出18,976千円等があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は44,924千円となりました。これは主に長期借入金の返済による支出32,886千

円、社債の償還による支出10,000千円等があったことによるものであります。

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありませ

ん。

(5）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

(6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

(7）研究開発活動

　当第２四半期累計期間において、研究開発活動はございません。

(8）従業員数

　当第２四半期累計期間において、従業員数に著しい増加又は減少はありません。

(9）生産、受注及び販売の実績

　当社が提供するサービスの性格上、生産及び受注実績の記載がなじまないため、記載を省略しております。ま

た、当第２四半期累計期間において、販売の実績に著しい変動はありません。

(10）主要な設備

　前事業年度末において、主要な設備の新設、除去等の計画はありません。また、当第２四半期累計期間におい

て、主要な設備の新設、休止、大規模改修、除去、売却等による著しい変動はありません。

(11）経営成績に重要な影響を与える要因

　当第２四半期累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因はありません。

(12）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当第２四半期累計期間において、当社の資本の財源及び資金の流動性について重要な変更はありません。

相手方の名称 国名 契約品目 契約締結日 契約内容 契約期間

Yealink Network 

Technology Co.,Ltd.
中国

Yealink社のSIP

電話機、DECT電

話機、BYOD製品

2023年２月28日

Yealink社からSIP電

話機等を仕入れる契

約

2023年１月１日から

2023年12月31日まで

（注）

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、新たに締結した重要な契約は次のとおりであります。

（注）Yealink社と交渉し、毎年契約を更新します。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,640,000

計 5,640,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（2023年５月25日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,411,650 1,411,650 非上場

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。なお、

単元株式数は100株で

あります。

計 1,411,650 1,411,650 － －

②【発行済株式】

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2022年12月１日～

2023年２月28日
― 1,411,650 ― 99,495 ― 89,495

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】
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2023年２月28日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

小南　秀光 兵庫県西宮市 700,000 49.59

川田　友也 大阪府大阪市北区 300,000 21.25

ＳＭＢＣベンチャーキャピタル１

号投資事業有限責任組合
東京都中央区八重洲一丁目３番４号 175,000 12.40

日本ビジネスシステムズ株式会社 東京都港区虎ノ門一丁目23番１号 100,000 7.08

ＳＭＢＣベンチャーキャピタル２

号投資事業有限責任組合
東京都中央区八重洲一丁目３番４号 60,000 4.25

池田泉州キャピタルニュービジネ

スファンド４号投資事業有限責任

組合

大阪府大阪市北区茶屋町18番14号 60,000 4.25

三菱ＵＦＪキャピタル５号投資事

業有限責任組合
東京都中央区日本橋二丁目３番４号 16,650 1.18

計 － 1,411,650 100.00

（５）【大株主の状況】

2023年２月28日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　1,411,600 14,116

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 普通株式　　　　 50 － －

発行済株式総数 1,411,650 － －

総株主の議決権 － 14,116 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

②【自己株式等】

該当事項はありません。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第216条第６項の規定に基づき、第２四半期会計期間

（2022年12月１日から2023年２月28日まで）及び第２四半期累計期間（2022年９月１日から2023年２月28日まで）に

係る四半期財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
（2022年８月31日）

当第２四半期会計期間
（2023年２月28日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 384,334 365,160

売掛金 242,932 259,248

商品 50,153 37,666

貯蔵品 928 2,807

その他 15,115 32,842

貸倒引当金 △ 309 △ 70

流動資産合計 693,154 697,654

固定資産

有形固定資産 38,905 44,028

無形固定資産 58,928 67,692

投資その他の資産 ※1　　73,386 ※1　　70,493

固定資産合計 171,220 182,214

資産合計 864,374 879,869

負債の部

流動負債

買掛金 94,587 106,093

短期借入金 ※2　　15,000 ※2　　15,000

１年内償還予定の社債 20,000 20,000

１年内返済予定の長期借入金 66,248 69,104

未払法人税等 16,129 20,961

賞与引当金 20,072 21,945

訴訟損失引当金 1,831 1,831

その他 90,606 89,729

流動負債合計 324,475 344,664

固定負債

社債 10,000 －

長期借入金 223,690 187,948

資産除去債務 33,243 37,553

その他 3,841 2,490

固定負債合計 270,774 227,992

負債合計 595,250 572,657

純資産の部

株主資本

資本金 99,495 99,495

資本剰余金 89,495 89,495

利益剰余金 80,134 118,222

株主資本合計 269,124 307,212

純資産合計 269,124 307,212

負債純資産合計 864,374 879,869

１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2022年９月１日

　　至　2023年２月28日）

売上高 958,025

売上原価 489,328

売上総利益 468,696

販売費及び一般管理費 ※　　406,110

営業利益 62,586

営業外収益

受取利息 2

その他 47

営業外収益合計 50

営業外費用

支払利息 1,582

その他 1,205

営業外費用合計 2,788

経常利益 59,849

税引前四半期純利益 59,849

法人税、住民税及び事業税 21,105

法人税等調整額 655

法人税等合計 21,761

四半期純利益 38,087

（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2022年９月１日

至　2023年２月28日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 59,849

減価償却費 11,805

のれん償却額 2,314

貸倒引当金の増減額（△は減少） △206

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,872

受取利息及び受取配当金 △2

支払利息 1,582

売上債権の増減額（△は増加） △16,316

棚卸資産の増減額（△は増加） 10,609

仕入債務の増減額（△は減少） 11,505

前渡金の増減額（△は増加） △9,591

未払消費税等の増減額（△は減少） △2,645

その他 △4,900

小計 65,875

利息及び配当金の受取額 2

利息の支払額 △1,582

法人税等の支払額 △16,262

営業活動によるキャッシュ・フロー 48,032

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △24,000

有形固定資産の取得による支出 △4,847

無形固定資産の取得による支出 △18,976

差入保証金の差入による支出 △3,760

差入保証金の回収による収入 7,178

その他 △1,873

投資活動によるキャッシュ・フロー △46,280

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △32,886

社債の償還による支出 △10,000

リース債務の返済による支出 △1,338

その他 △700

財務活動によるキャッシュ・フロー △44,924

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △43,174

現金及び現金同等物の期首残高 244,226

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※　　201,052

（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用するこ

ととしております。なお、これによる四半期財務諸表に与える影響はありません。

前事業年度

（2022年８月31日）

当第２四半期会計期間

（2023年２月28日）

投資その他の資産 220千円 253千円

前事業年度
（2022年８月31日）

当第２四半期会計期間
（2023年２月28日）

コミットメントラインの総額 100,000千円 100,000千円

借入実行残高 15,000千円 15,000千円

差引額 85,000千円 85,000千円

（四半期貸借対照表関係）

※１.　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

※２.　貸出コミットメントライン契約

当社は、資本効率の向上を図りつつ、必要な時に運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行１行と貸

出コミットメントライン契約を締結しております。これらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであ

ります。

当第２四半期累計期間
（自　2022年９月１日

至　2023年２月28日）

給与手当 173,787千円

賞与引当金繰入額 17,100千円

貸倒引当金繰入額 △142千円

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

当第２四半期累計期間
（自　2022年９月１日

至　2023年２月28日）

現金及び預金勘定 365,160千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △164,108

現金及び現金同等物 201,052

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。
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（セグメント情報等）

　　　【セグメント情報】

　　　　当第２四半期累計期間（自　2022年９月１日　至　2023年２月28日）

当社は、全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計に占める音声ソリューション事業の割合が、いずれも

90％を超えているため、セグメント情報の記載を省略しております。

サービス区分
 当第２四半期累計期間
（自　2022年９月１日

　　至　2023年２月28日）

システムサービス 304,924

回線サービス 516,031

端末販売 116,652

その他 20,417

顧客との契約から生じる収益 958,025

その他の収益 －

外部顧客への売上高 958,025

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　当第２四半期累計期間（自　2022年９月１日　至　2023年２月28日）

（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2022年９月１日

至　2023年２月28日）

１株当たり四半期純利益 26円98銭

（算定上の基礎）

四半期純利益（千円） 38,087

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 38,087

普通株式の期中平均株式数（株） 1,411,650

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

－

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場である

ため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

２【その他】

該当事項はありません。

2023/05/22 11:07:59／22924749_株式会社プロディライト_公開申請書類（第２四半期）

- 12 -



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

2023/05/22 11:07:59／22924749_株式会社プロディライト_公開申請書類（第２四半期）

- 13 -






	表紙
	目次
	中表紙
	第一部【企業情報】
	第１【企業の概況】
	１【主要な経営指標等の推移】
	２【事業の内容】

	第２【事業の状況】
	１【事業等のリスク】
	２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
	３【経営上の重要な契約等】

	第３【提出会社の状況】
	１【株式等の状況】
	（１）【株式の総数等】
	（２）【新株予約権等の状況】
	（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】
	（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】
	（５）【大株主の状況】
	（６）【議決権の状況】

	２【役員の状況】

	第４【経理の状況】
	１【四半期財務諸表】
	（１）【四半期貸借対照表】
	（２）【四半期損益計算書】
	【第２四半期累計期間】

	（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

	２【その他】


	第二部【提出会社の保証会社等の情報】
	［四半期レビュー報告書］

